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3月3旧は年度末で

ございますので

未納の方はお忘れなく

回
会

　
　
議
剛
市

　
　
例

第
定

45
年
度
市
長
施
政
方
針

ま
ず
公
共
事
業
の
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
間
尊
重
の
福
祉
行
政
へ

昭
和
四
十
五
年
度
の
一
般
食
計
予

算
な
ど
を
提
案
す
る
に
あ
た
り
、
新

年
度
に
対
す
る
市
政
の
基
本
的
な
考

え
方
と
当
初
予
算
案
の
大
要
に
つ
い

て
ご
説
明
申
し
上
げ
、
名
位
の
ご
理

解
と
ご
賛
成
を
得
た
い
も
の
と
考
え

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
一
九
七
〇
年
代
の
幕
あ
け
を
迎
え

わ
が
国
の
国
際
的
立
場
は
い
よ
い
よ

重
要
性
を
増
し
、
国
際
間
の
新
し
い

安
定
し
た
秩
序
と
均
衡
を
達
成
す
る

た
め
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
る

と
さ
え
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
．

　
日
本
経
済
の
成
長
は
、
こ
の
十
年

間
、
年
事
に
し
て
十
一
％
を
こ
え
る

進
展
を
み
せ
、
そ
の
結
果
国
民
総
生

産
は
昨
年
に
は
六
十
兆
円
に
達
し
、

合
や
そ
の
規
模
に
お
い
て
世
界
第
三

位
の
地
位
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
は
、
み
な
さ
ま
す
で
に

ご
承
知
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
．

　
ま
す
、
市
政
の
柱
の
第
一
は
公
共

事
業
を
促
進
し
、
民
生
の
安
定
を
図

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

国
道
二
五
三
は
四

十
六
年
度
に
舗
装

　
昨
年
十
二
月
末
以
来
、
飯
山
線
高

場
山
ト
ン
ネ
ル
の
災
害
に
よ
る
変
通

マ
ヒ
は
、
＋
日
酊
市
民
の
み
な
ら
す

沿
線
十
二
万
住
国
の
運
命
に
か
か
わ

る
里
大
事
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
降

雪
期
と
重
な
り
、
住
民
の
不
安
は
一

層
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市

民
会
餓
の
結
成
な
ど
市
民
ぐ
る
み
の

運
動
を
盛
り
上
げ
、
中
央
関
係
機
関

に
運
動
の
結
果
、
本
年
十
二
月
ま
で

に
新
し
い
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
復
旧
の

メ
ド
が
た
ち
ま
し
た
こ
と
は
、
偏
え

に
各
位
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
い
た

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
際
、
特
に
痛
感
し
た
こ
と
は
国

県
道
の
冬
季
変
通
確
保
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
昨
年
一
一
七
号
線
下

条
為
永
地
内
の
消
雪
パ
イ
ブ
の
設
置

や
、
下
組
の
国
道
改
良
舗
装
の
完
成

が
あ
っ
た
れ
ぱ
こ
そ
、
漸
く
孤
立
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
幸
い
国

道
二
五
三
号
線
は
計
画
年
度
を
繰
り

上
げ
、
十
日
町
・
六
日
町
間
は
改
良

な
ら
び
に
防
雪
施
設
の
整
備
を
完
了

し
無
雪
化
し
、
来
冬
の
交
通
は
確
保

さ
れ
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
て
お
り

ま
す
、
な
お
、
舗
装
の
完
成
は
昭
和
四

十
六
年
度
中
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
一
日
も
早
く
実
現
す
る
べ
く

努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
．

　
国
道
二
五
二
号
線
に
つ
い
て
は
、

一
部
用
地
先
行
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
約
十
計
を
改
良
し
、
現
在
堀

之
内
側
十
六
’
、
十
日
町
側
七
♂
を

進
め
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
地

す
ぺ
り
地
帯
と
ト
ン
ネ
ル
堀
さ
く
の

関
連
も
あ
り
、
慎
重
な
調
査
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
北
越
北
線
に
つ
い
て
は
、
昨
年
少

な
い
新
線
予
算
の
な
か
か
ら
三
億
五

千
万
円
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
　
　
ニ
モ
ニ
　
　
ロ
の
　
　

出
稼
ぎ
、

前
向
き

　
第
二
の
柱
は
人
間
尊
重
を
基
調
と

し
た
福
祉
行
政
の
推
進
で
あ
り
ま

す
。
経
済
の
急
速
の
進
展
の
か
げ
に

と
か
く
人
間
味
あ
る
社
今
形
成
が

く
す
れ
る
場
合
が
心
配
さ
れ
て
お

り
ま
す
．
昨
年
、
年
度
中
途
か
ら
敬

老
祝
金
な
ら
び
に
ね
た
き
り
老
人
見

舞
金
制
度
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
が

本
年
度
か
ら
児
童
手
当
お
よ
び
県
内

初
め
て
と
い
わ
れ
る
重
度
心
身
障
害

児
手
当
を
実
現
し
ま
し
た
．

　
ま
た
、
今
日
社
会
間
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
出
稼
ぎ
対
策
に
つ
い
て
は

無
雪
道
路
の
拡
大
な
ど
逐
次
そ
の
成

果
は
あ
が
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
抜

し
工
事
も
行
な
わ
れ
、
六
日
町
側
か

ら
ト
ン
ネ
ル
丁
事
を
進
め
7
．
お
り
ま

す
．
　
地
方
道
の
整
備
に
っ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
と
、
去
る
一
月
国
家
予
算
編

成
の
際
、
私
も
全
国
道
路
利
用
者
会

議
の
副
会
長
と
し
て
、
ま
た
関
東
信

越
地
区
の
会
長
と
し
て
道
路
予
算
増

額
の
た
め
関
係
者
と
も
に
運
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
結
果
、
十
兆
三

千
五
百
億
円
の
第
六
次
道
路
整
備
五

ヵ
年
計
画
が
決
定
と
な
り
、
そ
の
初

年
度
た
る
昭
和
四
十
五
年
度
の
道
路

｝
予
算
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
地
方
道

の
整
備
に
重
点
的
に
配
分
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
対
前
年
度
伸
率
を
み
ま
す

と
、
一
般
国
道
の
十
八
・
四
％
に
対

し
、
地
方
道
は
二
十
四
・
七
％
で
あ

り
、
し
か
も
そ
の
う
ち
県
道
二
十
二

・
二
％
に
対
し
而
町
村
道
は
五
十
一

・
五
％
も
伸
び
て
お
り
ま
す
。

　
従
い
ま
し
て
今
後
は
地
方
道
の
整

備
に
国
も
積
極
的
で
あ
り
、
こ
の
機

会
に
主
要
地
方
道
は
も
ち
ろ
ん
、
一

般
県
道
に
つ
い
て
も
改
良
舗
装
の
促

進
を
図
り
た
い
占
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
市
道
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補

助
事
業
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
本

交
通
対
策
に

本
的
な
解
決
は
非
常
に
難
か
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
年
度
は

帰
省
バ
ス
の
援
助
、
録
音
テ
τ
ブ
の

交
換
の
ほ
か
、
ア
ル
バ
ム
を
贈
り
、

家
族
の
写
真
な
ど
貼
っ
て
出
稼
ぎ
先

に
持
参
し
、
家
族
と
の
写
真
変
換
な

ど
に
よ
り
、
お
互
い
の
心
の
き
す
な

と
な
り
得
る
な
ら
ば
幸
い
と
思
う
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
．

　
な
お
、
変
通
対
策
に
つ
い
て
は
、

条
例
で
市
が
直
接
こ
れ
に
取
組
む
方

法
に
あ
ら
た
め
、
変
通
指
導
員
を
設

置
す
る
な
ど
積
極
的
に
対
処
し
て
い

く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

年
は
改
良
、
用
地
、
舗
装
な
ど
合
わ
せ

て
前
年
度
よ
り
約
二
千
八
百
万
円
増

の
八
千
二
百
万
円
を
計
上
し
、
市
内

全
域
に
わ
た
り
、
そ
の
整
備
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

近
代
農
業
経
営
に

対
処

　
第
三
は
、
農
業
の
近
代
化
で
あ
り

ま
す
。
当
面
の
問
題
と
し
て
米
の
生

産
調
整
の
澗
題
が
あ
り
ま
す
。
私
は

過
去
十
一
伍
間
今
日
あ
る
を
考
え
、

適
地
適
作
を
基
本
と
し
た
構
造
改
善

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

事
、
こ
こ
に
い
た
り
、
食
管
制
を
守

り
、
農
家
の
不
利
益
を
防
ぐ
立
場
に

た
ち
、
強
制
的
に
こ
れ
を
措
置
し
よ

う
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
農
家

及
び
農
業
団
体
と
協
議
し
、
可
能
な

範
囲
の
協
力
は
し
な
け
れ
は
な
ら
な

一
い
も
の
と
考
え
て
拘
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
の
際
は
市
民
ホ
ー
ル
、
公
民
舘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
道
練
習
場
な
ど
巾
広
い
利
用
が
期

　
た
だ
こ
の
際
、
関
係
者
は
将
来
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
待
さ
れ
ま
す
。
上
水
道
事
業
は
第
二

考
え
、
基
盤
整
備
、
優
良
品
種
の
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
拡
張
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
さ

入
な
ど
に
よ
り
、
生
産
性
の
高
い
近

代
農
業
経
営
実
現
の
た
め
、
真
剣
に
ら
に
水
源
の
確
保
を
行
な
い
、
簡
易

取
組
ま
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
時
と
思
水
道
事
業
と
と
も
に
給
水
区
域
を
拡

い
ま
す
。
市
は
小
規
模
の
土
地
基
盤
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

整
備
補
助
金
を
、
前
年
よ
り
二
百
万
　
　
ま
た
用
地
の
間
題
で
実
現
し
て
い

円
増
額
し
、
こ
れ
に
対
処
し
た
い
と
な
い
十
日
町
ス
キ
ー
場
は
本
庫
は
関

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
係
者
の
協
力
を
得
て
是
非
完
成
し
た

　
こ
の
ほ
か
今
後
畜
産
振
興
に
つ
い
い
も
の
と
考
え
、
十
日
町
公
園
造
成

て
積
極
的
な
検
討
を
進
め
な
け
れ
ぱ
の
た
め
の
用
地
買
収
、
学
校
の
新
築

な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
び
に
校
地
買
収
、
保
育
所
の
建

　
第
四
は
、
豪
雪
対
策
の
積
極
的
な
設
な
ど
整
備
充
実
を
期
す
と
同
時
に

推
進
で
あ
り
ま
す
。
長
鉦
の
運
動
の
　
一
日
も
早
い
用
途
地
域
の
指
定
、
下

結
果
、
去
る
一
月
中
旬
、
全
国
で
米
水
道
、
公
害
対
策
な
ど
市
民
生
活
に

沢
市
と
二
つ
の
「
防
雪
モ
デ
ル
都
直
結
す
る
環
境
整
備
も
積
極
的
に
推

市
」
に
指
定
さ
れ
、
二
月
よ
り
そ
の
進
し
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

資
料
し
ゅ
う
集
の
た
め
、
数
度
に
わ
　
　
さ
て
、
昭
和
四
十
五
年
度
の
予
算

た
り
建
設
省
及
び
大
学
教
授
な
ど
専
で
あ
り
ま
す
が
、
才
入
才
出
の
説
明

門
家
の
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
　
の
前
に
一
含
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は

引
続
き
調
査
は
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
　
市
民
税
の
滅
税
の
問
題
で
あ
り
ま
す

そ
の
結
果
今
後
防
雪
都
市
と
し
て
、
　
　
さ
き
に
条
例
を
御
番
議
い
た
だ
き

必
要
な
施
策
が
財
政
措
置
と
と
も
に
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
僅
か
一
千
三

進
め
ら
れ
る
も
の
と
大
き
な
期
待
を
百
万
円
の
滅
税
で
あ
り
、
決
し
て
こ

寄
せ
て
お
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
榊
れ
で
満
足
し
て
お
る
も
の
で
は
あ
り

　
第
五
は
、
都
而
的
施
設
の
充
実
で
ま
せ
ん
。
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努

あ
り
ま
す
。
多
年
の
念
願
で
あ
り
ま
力
し
、
そ
の
結
果
に
よ
れ
ぱ
ご
く
近

し
た
市
民
会
舘
に
つ
い
て
は
、
新
年
き
将
来
標
懲
税
率
ま
で
引
き
下
げ
た

度
か
ら
二
ヵ
年
計
画
で
着
手
し
、
完
獅
い
方
針
で
あ
り
ま
す
．

総
額
十
四
億
七
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
度
一
般
会
計
予
算

　
ま
す
才
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
．
、
目

下
地
方
税
法
が
国
会
で
番
議
中
の
た

め
一
応
現
行
法
を
削
提
に
予
算
計
上

い
た
し
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
所
得

の
向
上
も
老
え
ら
れ
ま
す
が
住
民
税

の
減
税
に
よ
り
約
一
千
三
百
万
円
の

減
収
が
予
想
さ
れ
る
市
税
は
・
前
鉦

約
九
千
三
百
万
円
増
で
約
五
億
三
千

八
百
万
円
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
主

な
る
も
の
は
市
民
税
約
二
億
六
千
百

万
円
、
固
定
資
産
税
、
約
一
億
六
千

八
百
万
円
、
た
ぱ
こ
消
費
税
約
五
千

五
百
万
円
、
電
気
ガ
ス
税
約
二
千
八

百
万
円
等
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
変
付
税
は
前
年
比
約

九
千
二
百
万
円
増
で
、
三
億
九
千
七

百
万
円
、
自
動
卑
取
得
税
変
付
金
は

一
千
七
百
万
円
計
上
い
た
し
ま
し
た

国
県
支
出
金
に
つ
き
ま
し
て
は
生
活

保
護
費
を
は
じ
め
と
し
て
農
業
構
造

改
善
事
業
、
街
路
、
下
水
路
事
業
、

教
育
施
設
整
備
事
業
、
災
害
復
旧
事

業
等
の
補
助
事
業
で
前
年
比
約
三
千
　
ラ
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。

六
百
万
円
の
増
で
、
約
二
億
六
手
六
　
　
才
出
予
算
の
主
な
る
事
業
を
申
し

百
万
円
見
込
み
ま
し
た
。
繰
入
金
で
上
げ
ま
す
。

前
年
比
約
一
千
五
百
万
円
の
減
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
会
舘
建
設
と

　
み
　
　
　
　
　
じ
　
の
ぼ
　
が
な

く
な
っ
奎
め
で
あ
り
ま
す
●
市
債
．
交
通
指
導
員
設
置

に
つ
い
て
は
前
年
比
三
千
七
百
万
円
　
　
総
務
費
は
、
前
年
比
約
五
千
五
百

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
万
円
の
減
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度

主
な
る
も
の
は
市
庁
舎
建
設
債
が
な
よ
り
二
ヵ
年
継
続
で
市
民
会
舘
建
設

く
な
っ
た
等
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
費
約
一
千
五
百
万
円
を
計
上
し
ま
し

　
以
上
才
入
の
合
計
は
、
前
年
比
十
た
．
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

三
・
八
％
増
の
十
四
億
七
千
万
円
と
指
導
員
を
盟
置
し
て
重
点
的
に
交
通

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
対
策
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

　
一
方
才
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
ま
す
。

費
的
経
費
は
極
ヵ
抑
制
し
、
人
件
費
　
　
次
に
民
生
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

等
も
施
設
の
増
設
以
外
は
事
務
の
民
比
約
七
千
万
円
の
増
で
教
育
費
と
並

間
委
託
等
で
切
り
抜
け
た
い
と
考
え
ぶ
予
算
額
と
な
り
ま
し
た
．
そ
の
大

て
霜
り
ま
す
。
そ
の
結
果
投
資
的
事
部
分
は
国
の
施
策
に
よ
る
生
活
保
護

業
に
ふ
り
向
け
ら
れ
た
予
算
は
総
予
を
主
体
と
す
る
公
的
扶
助
で
あ
り
ま

算
額
の
二
十
九
・
七
％
で
、
前
年
比
す
。
こ
の
ほ
か
下
条
保
育
所
の
新
設

五
・
六
％
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
費
約
一
千
五
百
万
円
を
は
じ
め
と
し

が
、
こ
れ
は
庁
舎
建
設
費
が
な
く
な
て
、
老
八
対
策
費
、
身
体
障
害
者
対

策
費
、
青
少
年
対
策
費
、
児
童
手
当

等
今
年
度
の
重
点
施
簾
の
一
つ
で
あ

る
「
人
間
尊
重
」
に
関
連
の
あ
る
経

費
を
増
額
計
上
い
た
し
ま
し
た
．

　
次
に
衛
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

衛
生
セ
ン
タ
ー
に
通
す
る
道
路
の
改

良
費
約
二
百
万
円
、
造
園
工
事
そ
の

他
水
沢
甲
央
簡
易
水
道
等
の
繰
出
金

約
三
百
七
＋
万
円
、
姿
地
区
に
簡
易

水
道
水
源
調
査
費
五
十
万
円
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　
次
に
農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し

て
は
①
農
業
基
盤
整
備
事
業
と
し
て

農
道
、
水
路
等
、
小
規
模
土
地
基
盤

整
備
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
増
額

②
農
業
構
造
敬
善
事
業
の
推
進
③
畜

産
の
多
頭
化
事
業
の
推
進
④
苗
場
山

ろ
く
総
合
開
発
事
業
の
推
進
⑤
農
業

後
継
者
育
成
事
業
等
農
業
振
興
を
主

体
と
し
て
予
算
化
し
ま
し
た
．

　
商
工
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
織
物

産
業
が
企
業
の
努
力
に
よ
り
年
々
着

実
な
発
展
を
遂
げ
て
菊
り
ま
す
が
、

企
業
の
近
代
化
、
新
分
野
へ
の
進

出
、
労
働
環
境
の
整
備
等
そ
れ
ぞ
れ

業
界
の
積
極
的
な
開
発
意
欲
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
融
資
制
度
の
拡
充
強
化
を

は
か
る
た
め
、
中
小
企
業
設
備
改
善

資
金
を
増
額
し
、
公
共
事
業
の
施
行

に
伴
う
店
舗
改
造
を
必
要
と
す
る
も

の
に
対
す
る
融
資
の
増
額
、
ま
た
産

業
育
成
資
金
に
つ
い
て
は
前
年
通
り

融
資
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
織
物
産
業
振
興
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
織
布
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進

を
は
か
る
た
め
補
助
金
の
増
額
、
中

心
部
商
店
街
の
近
代
化
に
伴
い
周
辺

地
域
の
商
店
と
し
て
の
対
策
を
立
て

る
た
め
周
辺
地
域
の
商
業
診
断
等
を

実
施
し
、
商
店
の
振
興
を
計
る
よ
う

予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

公
害
の
な
い
都
市

づ
く
り
へ

　
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
市
長
就
任

以
来
特
に
重
点
施
策
と
し
て
、
年
々

多
額
な
市
脅
を
投
じ
整
備
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
も
道
路
の

改
良
、
舗
装
並
び
に
都
而
計
画
事
業

費
に
県
貸
付
金
を
導
入
し
、
而
道
の

改
良
舗
装
、
辺
地
道
路
の
改
良
を
進

め
、
又
國
県
道
並
び
に
河
川
改
修
は

公
共
事
業
と
し
て
国
県
費
に
よ
り
事

業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
災
害
復
旧
事

業
も
駐
期
復
旧
に
よ
り
民
生
の
安
定

を
図
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
市
道
の
改
良
、
舗
装
に
つ
き
ま
し

て
は
、
継
続
事
業
を
主
に
改
良
、
舗

装
あ
わ
せ
て
約
八
千
二
百
万
円
で
あ

り
、
県
貸
付
金
約
一
手
七
百
万
円
を

要
望
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
橋
架
に

つ
き
ま
し
て
も
、
県
営
事
業
で
あ
る

沢
田
橋
架
換
工
事
の
推
進
、
そ
の
他

橋
架
工
事
費
は
約
一
千
二
百
万
円
で

あ
り
、
県
貸
付
金
約
三
百
万
円
要
望

し
て
お
り
ま
す
。
辺
地
振
興
事
業
と

し
ま
し
て
は
、
三
ッ
山
蕨
平
線
、
平

願
入
線
、
田
麦
池
之
平
線
を
工
事
費

約
一
千
万
円
計
上
し
．
、
辺
地
債
八
百

五
十
万
円
を
見
込
み
格
差
是
正
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

　
又
昨
年
度
に
引
続
き
本
年
度
も
豪

雪
に
対
処
す
る
た
め
．
旭
町
、
若
冨

酊
、
大
黒
沢
、
山
本
地
区
に
消
鍔
パ

イ
プ
を
敷
設
し
、
あ
わ
せ
て
男
上
軍

等
に
よ
る
圧
雪
幻
よ
び
除
雪
を
行
な

い
、
冬
期
間
の
交
通
の
確
保
に
万
全

を
期
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
雪
の
被
害
に
よ
る
道
路
の
修

繕
、
あ
る
い
は
敷
砂
利
等
の
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、
不
足
を
生

じ
た
場
合
は
補
正
予
算
に
よ
り
措
置

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

　
叉
都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

用
途
地
域
、
準
防
火
地
域
の
指
定
業

務
を
進
め
都
市
計
画
本
来
の
姿
で
あ

る
都
而
の
形
態
を
秩
序
豆
て
経
済
効

率
の
高
い
、
公
害
の
少
な
い
豊
か
な

市
民
生
活
が
営
め
る
よ
う
な
都
而
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
に
遭
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
叉
街
路
事
業
は
川
治

昭
和
町
線
の
改
良
、
本
町
西
線
の
舗

装
を
補
助
対
象
事
業
で
推
進
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
県
の
貸

付
金
を
財
源
と
し
て
事
業
を
進
め
た

い
と
考
え
て
わ
り
ま
す
。
都
市
下
水

路
に
つ
き
ま
し
て
は
中
沢
下
水
路
の

改
修
を
補
助
対
象
事
業
と
し
て
計
上

し
、
公
共
下
水
路
の
基
本
調
査
費
も

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
都
而
公
園
に

つ
き
ま
し
て
も
寿
北
公
園
を
補
助
対

象
事
業
で
推
進
し
た
い
と
考
え
て
居

り
ま
す
。
公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
黒
沢
団
地
の
敷
地
買
収
も
完

了
し
ま
し
た
の
で
、
本
年
は
整
地
等

工
事
費
を
計
上
す
る
と
共
に
県
営
事

業
で
簡
耐
二
階
建
住
宅
三
十
四
戸
を

建
築
す
る
よ
う
推
進
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
消
防
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

防
火
水
槽
の
設
置
、
小
型
動
力
ポ
ン

ブ
の
購
入
、
超
短
波
無
線
電
話
機
の

購
入
等
そ
れ
ぞ
．
れ
予
算
計
上
し
、
消

防
力
の
増
強
を
図
っ
て
お
り
ま
す
．

　
又
防
災
費
と
し
ま
し
て
は
豪
雪
地

帯
の
特
殊
事
情
の
調
査
な
ら
び
に
雪

害
公
害
の
資
料
収
集
に
努
め
る
と
共

に
、
今
後
の
防
災
体
制
に
役
立
た
せ

る
た
め
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。
な
お
本
年
「
防
雪
モ
デ
ル
都

市
」
と
し
て
十
日
町
市
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
な
お
一
層
資
料
収
集
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
条
小
屋
体
改
築

水
沢
小
学
校
は
校
舎

　
次
に
教
育
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
々
多
大
な
る
市
費
を
投
じ
て
葡
り

ま
す
が
、
本
年
度
は
甲
条
小
学
校
屋

体
の
改
築
な
ら
び
に
水
沢
小
学
校
校

舎
改
築
そ
の
他
冬
期
分
校
の
改
築
、

へ
き
地
教
員
住
宅
の
建
築
等
教
育
環

境
整
備
、
年
次
計
画
に
よ
る
各
学
校

の
防
火
施
設
の
整
備
を
推
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
．
叉
国
の
十
ヵ
年
計
画

に
基
く
教
材
備
品
の
充
実
を
は
か
り

た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
そ
の
他

体
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
要

望
の
強
か
っ
た
十
日
町
ス
キ
ー
場
の

建
設
事
業
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、
予
算
計
上
い
た
し

．
ま
し
た
。

　
次
に
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
昨
年
に
比
べ
て
三
倍
近
く
増

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
融

雷
災
害
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
災
害

査
定
、
工
事
の
施
行
等
に
万
全
を
期

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計

才
入
才
出
予
算
の
大
綱
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
総
額
は
前
年
に
比
べ
て

約
一
億
七
千
八
百
万
円
増
と
な
り
十

四
億
七
千
万
円
の
大
型
予
算
と
な
り

ま
し
た
．
ご
承
知
の
と
お
り
国
家
財

政
は
前
年
に
引
続
き
総
合
予
算
主
義

の
た
て
ま
え
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
例
年
実
施
さ
れ
ま
す
給
与
改
訂

が
あ
り
ま
し
て
も
そ
の
た
め
の
地
方

交
付
税
の
算
定
替
え
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
．

　
き
●
ノ
L
奮
ー

　
　
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
だ
よ
り

◎
社
交
ダ
ン
ス
の
つ
ど
い

と
き
三
月
二
十
一
日
（
土
）

◎
茶
道
、
料
理
教
室

と
　
き
　
三
月
二
十
三
日
（
月
）

◎
フ
ラ
ワ
ー
テ
ザ
イ
ン
講
習

　
会
と
き
三
月
二
十
六
日
（
水
）

◎
映
写
会

と
　
き
　
三
月
二
十
九
日
（
日
）

一
　
時
間
は
い
づ
れ
も
午
後
七
時
か
ら

◎
今
月
の
休
舘
日

　
三
月
二
十
日
、
三
月
二
十
二
日
、

　
三
月
二
十
七
日
。

今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

悲しむ前にまづ家族で交通安全を考えよう

愚ご
、

Oe

（明ロはわが身に〕

市内交通事故発生状況

ぐΨレ　ザ
　　　令

　　　　訂
　　　　　z

勢（悲しみの交通事故）

前年
同期

　0

15

災
済
者
　
1
　
8

・
通
共
入

交
害
加

45．2現在

死者1
負傷者6

360
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部
落
単
位
で
目
標
を
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
生
産
調
整
推
進
協
議
会

　
米
生
産
調
整
推
進
協
議
会
は
、
去

る
五
日
、
市
役
所
で
而
議
会
、
而
農

委
、
各
種
農
業
団
体
、
関
係
官
庁
代

表
ら
二
十
名
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
、

而
町
村
の
段
階
に
お
い
た
減
反
間
題

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い

て
村
山
市
長
、
小
川
助
役
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
説
朋
が
あ
っ
た
あ
と
、
米
の
生

産
調
整
の
推
進
体
制
と
本
市
の
今
後

の
取
り
組
み
方
に
対
す
る
基
本
方
針

な
ど
が
議
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
推

進
体
制
と
し
ま
し
て
は
、
村
山
市
長

を
会
長
と
し
、
樋
口
市
農
協
長
を
副

会
長
と
す
る
十
日
町
市
、
米
生
産

調
整
推
進
協
議
会
を
正
式
に
発
足
さ

せ
、
事
務
的
な
仕
事
は
、
農
林
課
が
担

当
、
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
で
了
解

が
得
ら
れ
ま
し
た
．
今
後
の
基
本

方
針
は
最
大
の
賊
融
を
も
っ
て
強
制

は
行
な
わ
す
、
各
部
落
鴬
位
に
目
標

を
示
し
て
各
農
家
の
協
力
を
求
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
同
聞
題
に

つ
い
て
は
十
七
日
再
度
協
議
会
を
開

き
、
そ
の
後
農
事
連
絡
員
会
議
を
も

っ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
本

市
の
米
生
産
調
整
に
よ
る
減
反
収
量

は
、
百
六
十
四
診
、
七
百
ノ
で
県
下

で
も
極
め
て
低
い
方
と
な
っ
て
い
ま

す
．

◎
十
日
町
而
米
生
産
調
整
推
進
協
議

　
会
委
員

▽
村
山
謙
吉
（
十
日
町
市
長
）
市
役

所
▽
島
田
直
治
（
而
議
会
臓
長
）
川

治
上
町
▽
池
田
広
吉
（
市
議
会
経
済

委
員
長
）
神
明
町
▽
柳
宗
平
（
市
農

委
会
長
）
吉
田
山
谷
▽
樋
熊
秀
一

　
（
市
農
委
農
地
部
会
長
）
中
条
中
町

▽
竹
内
茂
（
市
農
委
農
政
部
会
長
）

川
治
内
後
▽
庭
野
金
作
（
市
農
委
農

一
禰
鹸
脳
観
灘
駆
漏

口
惣
一
郎
（
市
農
業
共
済
組
合
長
）

背
戸
▽
庭
野
清
平
（
十
日
町
市
土
地

改
良
区
、
合
同
事
務
所
代
表
理
事

長
）
島
▽
池
田
与
三
次
（
十
日
町
市

四
月
か
ら
料
金
が

　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
し
尿
処
理
十
八
㍑
二
十
七
円

　
去
る
九
月
の
定
例
而
議
会
で
上
程

さ
れ
、
十
鱒
月
の
市
議
会
で
可
決
さ

れ
た
、
十
日
町
市
清
掃
条
例
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
し
尿
く
み
と
り
料
金

が
、
四
月
一
日
か
ら
十
八
掬
二
十
七

円
（
現
行
二
十
四
円
）
と
な
り
ま
す

の
で
，
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
．

近く該当地域で説明会

一用途地域指定一

　
十
日
町
市
都
市
計
画
地
域
計
画
雷

議
会
は
、
去
る
五
日
市
役
所
で
開
か

れ
た
結
果
、
継
続
番
議
と
な
り
十
四

日
同
審
議
会
の
答
串
を
得
た
あ
と
、

近
く
該
当
地
域
を
対
象
に
構
想
の

説
明
会
を
開
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
ま
た
説
明
会
終
了
後
の
日
程
は
公

聴
会
の
開
催
、
計
圃
案
の
縦
覧
、
認

可
申
請
手
続
き
、
の
順
で
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
⑯
市

で
は
用
途
地
域
指
定
を
し
た
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
地
域
に
ど
ん
な

建
築
規
制
を
受
け
る
か
な
ど
に
つ
い

て
の
あ
ら
ま
し
を
印
刷
し
て
関
係
地

区
に
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。
　
用
途
地
域
と
は
ご
承
知
の
と
お
り

酪
農
組
合
長
猿
倉
▽
山
田
正
邦
（
十

日
町
市
養
豚
協
議
会
長
）
山
際
▽
樋

口
清
（
十
日
町
市
養
鯉
組
合
長
）
市

農
協
▽
樋
口
清
（
十
日
酊
市
タ
バ
コ

耕
作
組
合
長
）
市
農
協
▽
宮
沢
健
桶

（
十
日
町
市
加
工
ト
マ
と
栽
培
者
連

絡
協
議
会
長
）
小
黒
沢
▽
樋
口
清

　
（
市
農
協
養
蚕
部
会
長
）
市
農
協
▽

佐
藤
誠
一
（
十
日
町
市
農
業
構
造
改

善
事
業
実
施
地
区
協
議
会
長
）
小
泉

▽
橋
本
巌
毫
（
十
日
町
市
農
業
改
良

ク
ラ
ブ
会
長
）
新
水
▽
阿
部
冨
次
（

蔽
講
騨
矯
翻
議
鞭
墓

事
務
所
十
日
町
出
張
所
長
）
統
計
調

査
事
務
所
▽
南
雲
総
蔵
（
中
魚
沼
農

改
普
及
所
所
長
）
普
及
所
．

交
通
災
害
共
済
に

　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
し
よ
・
つ

　
交
通
共
済
制
度
は
、
市
民
一
人
一

日
一
円
て
い
ど
の
掛
金
で
加
入
し
て

も
ら
い
、
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り

ケ
ガ
し
た
場
合
に
自
賠
法
等
に
関
係

な
く
（
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
、

無
免
許
、
飲
酒
運
転
、
自
損
行
為
、

天
災
事
変
y
等
は
除
か
れ
ま
す
が
、

対
車
、
運
行
中
衝
突
、
墜
落
、
転
覆

車
両
等
か
ら
の
転
藩
、
車
と
人
と
の

接
触
、
踏
切
汽
車
電
車
等
日
本
国
内

に
お
い
て
発
生
し
た
も
の
、
航
空
機

船
舶
の
事
故
は
除
か
れ
ま
す
。

　
一
人
年
間
三
百
六
十
円
（
中
学
生

以
下
三
百
円
）
の
掛
金
を
か
け
て
組

合
会
昂
証
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
人

が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
死
亡

や
ケ
ヵ
の
て
い
ど
に
応
じ
て
次
の
よ

う
な
共
済
見
舞
金
を
あ
げ
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
．

①
加
入
で
き
る
人

　
市
内
の
区
域
内
に
住
所
の
あ
る
人

　
及
び
外
国
人
登
録
を
し
て
あ
る
人

ま
ち
に
住
宅
、
商
店
、
工
場
な
ど
雑

②
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
日
本
国
内
で
発
生
し
た
章
両
等
に

よ
る
人
身
事
故

③
共
済
掛
金

　
一
人
に
つ
き
年
額
三
百
六
十
円

　
（
中
学
生
以
下
三
百
円
）

④
共
済
見
舞
金

　
一
等
級
死
亡
　
　
　
五
十
万
円

　
二
〃
　
　
全
治
六
ヵ
月
以
上
傷
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
万
円

三
〃

四
〃

五
〃

三
ヵ
月
以
上
傷
害

　
　
　
　
　
五
万
円

一
ヵ
月
以
上
傷
害

　
　
　
　
　
一
一
万
円

一
週
間
以
ヒ
傷
害

　
　
　
　
　
五
千
円

こ
の
制
度
は
、
任
憲
加
入
で
あ
っ
て

強
制
加
入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
昨
年
の
加
入
者
で
、
交
通
事

故
の
見
舞
金
を
請
求
し
、
給
付
を
受

け
た
方
は
、
死
亡
二
人
で
、
重
軽
傷

は
、
六
十
人
で
全
部
が
給
付
さ
れ
ま

し
た
．
昨
年
度
の
加
入
者
は
・
今
月

多
の
用
途
の
建
物
が
建
築
さ
れ
て
い
幽
三
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が
終
わ

ま
す
。
し
か
も
無
計
圃
に
無
秩
序
に

建
築
さ
れ
る
た
め
、
最
近
公
害
の
発

生
等
に
よ
り
、
大
き
な
都
市
間
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
街
地
利
用
の
合
理
化

の
意
味
か
ら
、
各
用
途
に
適
し
た
地

域
を
足
め
て
、
建
築
を
制
限
し
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
ょ
う
と
い

う
の
が
用
途
地
域
の
指
定
で
す
．

　
市
の
地
域
の
種
類
は
現
在
当
而
が

指
定
し
ょ
う
と
い
う
構
想
の
な
か

で
、
住
居
地
域
、
商
業
地
域
準
工
場

地
域
、
工
業
地
域
で
あ
り
、
そ
の
一

部
に
特
別
工
業
地
区
と
準
防
火
地
域

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
地
区
雇
用
促
進

協
議
会
（
村
山
謙
吉
会
長
）

で
は
、
こ
の
ほ
ど
愛
知
県

で
出
稼
ぎ
者
の
現
地
就
労

郷土のたよりをおくる

出稼ぎ者の現地指導会

者
指
導
会
を
開
き
ま
し
た

同
協
議
会
の
季
節
部
会
で

は
、
出
稼
ぎ
先
の
も
よ
う

を
知
り
、
安
心
し
て
出
稼

ぎ
が
出
来
る
よ
う
に
、
ま

た
出
稼
ぎ
先
の
様
子
を
留
守
家
族
に

報
告
し
て
、
安
心
し
て
留
守
を
守
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
昨
年
に
続
い
て
指

導
会
を
開
い
た
も
の
．
行
き
先
き
は

名
盲
屋
市
、
港
区
千
年
町
の
住
友
軽

金
属
名
古
屋
工
場
（
出
稼
ぎ
者
十
日

町
十
六
人
、
津
南
十
三
人
）
愛
知
県

幡
豆
郡
吉
良
町
尾
崎
建
設
K
K
（
出

稼
ぎ
者
十
人
）
を
名
古
屋
而
熱
田
区

六
ッ
野
町
東
洋
ブ
ラ
イ
ク
ッ
ド
K
K

（
出
稼
ぎ
者
四
十
名
）
の
三
ヵ
所
、

市
農
業
委
員
会
矢
口
辰
幸
さ
ん
が
携

行
し
た
テ
ー
ブ
と
ス
ラ
イ
ド
を
披
露

し
ま
し
た
が
、
十
日
町
小
唄
や
故
郷

の
妻
、
子
供
た
ち
の
声
や
顔
が
写
し

だ
さ
れ
る
と
、
出
稼
ぎ
者
達
は
し
ん

み
り
と
聞
き
入
り
、
目
が
し
ら
を
お

さ
え
る
人
も
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
．
　
こ
の
計
画
を
来
年
も
続
け
て
ほ
し

い
と
要
望
が
あ
り
、
ま
た
座
談
会
で

は
、
仕
事
の
内
容
、
賃
金
は
も
と
よ

り
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
関
心
が

高
く
、
ま
た
出
稼
ぎ
先
と
地
元
と
の

賃
金
格
差
、
出
稼
ぎ
収
入
の
税
金
に

つ
い
て
話
題
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
．

同
部
会
で
は
、
座
談
会
の
内
容
を
テ

ー
ブ
と
八
、
ザ
フ
イ
ル
ム
に
納
め
て
来

ま
し
た
の
で
、
留
守
家
族
に
訪
問
し

て
報
告
会
を
開
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
．

　
【
写
真
は
出
稼
ぎ
者
と
の
座
談
会
】

■
　
　
　
　
　
ー

〔
昭
和
四
十
五
年
度

　
中
小
企
業
設
備
近

　
代
化
資
金
説
明
会

　
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
、
中

小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
の
貸
付
申

請
説
明
相
談
会
を
開
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
方
は
、
多
数
お
い
で
く
だ

さ
い
．

　
な
お
今
年
度
の
近
代
化
資
金
の
予

算
棒
は
、
九
億
円
、
合
理
化
資
金
は

約
一
億
円
で
す
．

1
、
日
時
四
月
七
日
午
後
一
時

2
、
会
場
　
商
工
会
議
所

3
、
講
師
県
中
小
工
業
課

り
ま
す
．

　
詳
細
は
市
政
事
務
嘱
託
員
か
ら
全

世
帯
に
配
布
し
ま
す
．

ご
協
力
感
謝
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
－
ー
共
同
募
金
実
績
報
告

　
国
民
た
す
け
あ
い
共
圃
募
金
連
動

ぱ
「
赤
い
羽
根
募
金
一
と
「
歳
来
た

す
け
あ
い
募
金
」
の
二
本
立
で
毎
年

実
施
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

本
年
度
も
つ
ぎ
の
よ
う
な
好
成
績
を

納
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
っ

き
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
．
　
昭
和
四
十
四
年
度
十
日
町
市
の
目

標
額
は
二
百
十
九
万
四
千
円
で
実
績

額
は
二
百
三
十
七
万
八
千
百
八
十
九

・
円
超
過
額
十
八
万
四
千
百
八
十
九
円

と
百
八
・
三
％
増
の
好
成
繍
を
得
ま

し
た
。
こ
の
実
績
額
の
内
訳
は
、
一

般
募
金
百
三
十
一
万
三
千
九
百
八
十

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
と

　
　
　
　
　
投
票
を
無
効
に
し
な
い
た
め
に

　
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
に
執
行
さ

れ
ま
し
た
衆
議
院
解
散
に
よ
る
総
選

挙
で
、
全
国
的
に
戦
後
最
大
の
違
反

件
数
に
な
り
ま
し
た
が
、
十
日
町
市

に
お
い
て
は
、
摘
発
さ
れ
た
違
反
者

も
な
く
終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
か

と
い
っ
て
明
正
餓
挙
が
行
な
わ
れ
た
．

と
は
言
え
な
い
面
も
多
く
あ
り
ま
し
・

た
．
有
権
者
各
位
の
一
層
の
ご
精
心

を
期
待
い
た
し
ま
す
．

　
今
年
は
四
月
二
十
六
日
に
県
知
事

選
挙
が
執
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

す
が
、
選
挙
を
明
る
く
正
し
い
も
の

．
に
す
る
た
め
、
今
後
と
も
ご
協
刀
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
有
権
者
の
皆
様
万
が
、
国
民

の
政
治
参
加
の
権
利
行
使
と
し
て
候

補
者
を
選
定
す
る
行
為
の
投
票
に
は

総
参
加
の
実
を
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を

切
望
い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
め
不
在

者
投
票
の
制
度
を
活
用
し
、
ま
た
切

・
角
投
票
さ
れ
ま
し
た
一
票
を
無
効

（
無
駄
）
に
し
な
い
た
め
「
よ
く
見

よ
く
聞
き
、
よ
く
選
ぶ
」
こ
と
に
ご

留
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
身
体
の

負
傷
ま
た
は
又
盲
（
字
の
書
け
な
い

万
）
の
方
に
は
投
票
所
に
行
づ
て
そ

の
旨
を
申
出
れ
ぱ
、
代
理
投
票
戸
投

票
所
に
勤
務
す
る
職
員
が
秘
密
を
保

持
し
て
書
い
て
く
れ
る
）
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
く
さ
す
活
用
願

い
た
い
差
、
思
い
ま
す
。

　
無
効
投
票
率
は
、
新
潟
県
が
大
阪

府
に
つ
い
で
、
全
国
二
位
と
い
う
不

名
誉
の
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な

み
に
十
日
町
市
の
無
効
廓
は
一
・
三

八
％
で
す
。

円
、
職
域
募
金
五
千
三
百
八
十
二
円

法
人
募
金
九
十
五
万
七
干
円
、
学
校

募
金
†
万
一
千
八
百
二
十
七
円
、
計

二
百
三
十
七
万
八
千
百
八
十
九
円

こ
の
う
ち
県
共
同
募
金
会
に
納
付
さ

れ
る
金
額
は
、
百
六
十
九
万
四
千
円

そ
の
額
の
百
二
十
万
円
は
十
日
町
市

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
事
業
費
と
し

て
配
分
さ
れ
て
き
ま
す
．
こ
の
金
は

老
人
福
祉
．
児
童
福
祉
．
身
体
瞳
害

者
福
祉
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
、
母
子

福
祉
等
に
全
額
使
用
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
県
に
納
付
さ
れ
る

こ
と
し
の
交
通
安

全
ス
ロ
ー
ガ
γ

　
全
日
本
変
通
安
全
、
協
会
主
催
の
昭

和
四
十
五
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た
．

　
最
優
秀
作

　
　
　
　
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

◎
運
転
者
向
け
の
も
の

　
カ
ッ
と
す
る
心
の
動
き
が
事
故
の

　
も
と

◎
歩
行
者
向
け
の
も
の

　
無
理
す
る
な
、
遠
く
に
見
え
て
も

車
は
速
い

◎
こ
ど
も
向
け
の
も
の

　
い
つ
も
の
な
れ
た
と
翁
り
で
も
、

　
た
だ
し
く
あ
る
い
て
、
た
だ
し
く

お
う
だ
ん

四
十
九
万
四
手
円
は
、
県
の
立
場
か

ら
大
き
な
視
野
に
立
っ
て
県
全
体
の

施
設
等
に
配
分
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
な
⑯
こ
の
募
金
運
動
の
中
に
は
、

市
の
歳
末
助
け
合
い
募
金
も
合
わ

せ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

つ
ぎ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
歳
末
助

け
合
い
に
使
用
し
た
額
を
示
し
ま
す

　
ね
t
き
り
老
人
百
十
九
人
（
一
人

手
円
）
十
一
万
九
千
円
、
重
度
心
身

障
寄
者
（
児
）
四
十
四
人
（
一
人
千

円
）
四
万
四
千
円
、
各
種
施
設
入
所

者
（
児
）
八
十
七
人
（
一
人
千
円
）

八
万
七
午
円
、
生
活
保
護
世
帯
百
三

十
三
世
帝
十
六
万
五
手
四
百
円
、
要

保
護
世
帯
（
生
保
一
歩
前
の
方
）
七

十
八
世
帯
（
一
世
帯
千
五
百
円
）
十

一
万
七
千
円
、
長
期
病
院
入
両
院
者

（
六
ヵ
月
以
上
一
般
を
含
む
）
百
九

十
九
人
（
一
人
千
円
）
十
九
万
九
千

円
、
合
計
七
十
三
万
一
千
四
百
円
．

　
　
寄
　
付

田
中
町
西
、
佐
野
喜
市
さ
ん
は
消
防

庁
舎
増
築
資
金
に
と
一
万
円
、
ま
た

川
治
新
川
屋
さ
ん
は
、
川
治
保
育
所

に
演
壇
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
．

市
内
高
田
町
一
庭
野
弘
さ
ん
は
消

防
庁
舎
増
築
資
金
に
金
二
万
円
を
寄

付
．

一 箇めぐの
ろ
し
の

　
　
　
中
継
城

　
市
内
貝
野
地
区
に
隣
接
す
る
中

里
村
堀
之
内
部
落
の
西
万
に
あ
る

標
高
六
三
七
麿
の
通
称
9
城
山
6

の
山
頂
に
天
尾
山
城
の
跡
が
残
，

て
い
る
◎

　
天
尾
山
は
川
西
山
脈
中
の
最
高

峰
で
あ
る
．

　
頂
上
の
視
界
は
極
め
て
雄
大
で

妻
有
郷
の
山
野
を
一
望
に
お
さ
め

る
だ
け
で
な
く
、
遠
く
東
頸
城
や

刈
羽
郡
地
方
ま
で
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
一
大
天
望
台
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
景
勝
の
地
で
も
あ
る
．

　
山
頂
部
に
は
東
西
約
百
七
十
焼

南
北
約
九
十
層
の
西
を
底
辺
と
す

る
大
き
な
三
角
形
の
平
担
地
が
開

け
て
い
る
。

　
西
側
に
は
高
さ
二
麿
の
土
塁
と

南
の
は
じ
に
櫓
台
（
や
ぐ
ら
だ

い
）
と
思
わ
れ
る
高
さ
四
層
の
土

壇
が
残
っ
て
い
る
。

　
北
側
の
尾
根
に
は
三
条
の
空
壕

糊　納ド
罹　　　　｛■

　　　　昂　　　”　　w　■　削　擢κ

　
と
平
担
な
郭
（
く
る
わ
）
が
階
段

　
状
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
．
ま
た
、

　
山
頂
平
担
部
の
南
隅
に
あ
る
深
さ

　
一
・
五
麿
、
径
十
五
層
の
楕
円
形

　
の
ぐ
ぼ
地
は
峰
火
台
の
跡
だ
と
い

　
わ
れ
て
い
る
が
、
川
西
町
橋
の
野

　
口
城
に
現
存
す
る
峰
火
台
と
構
造

　
が
全
く
違
っ
て
い
る
の
で
、
に
わ

　
か
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
．

　
い
．

　
　
中
魚
沼
郡
誌
に
よ
る
と
、
こ
の

爾
城
の
城
主
は
、
上
杉
家
の
家
臣
倉

俣
（
下
倉
と
も
い
う
）
主
膳
で
あ

り
、
上
杉
氏
の
本
城
で
あ
る
春
日

山
城
と
、
六
日
町
の
坂
声
城
を
結

ぶ
怪
火
（
の
ろ
し
）
の
中
継
城
だ

と
い
う
説
も
あ
る
。

倉
俣
城
の

　
　
　
　
　
要
聖
・

　
研
究
家
に
よ
る
と
、
春
目
山
城

倉
俣
城
の
要
害
城
で
あ
，
た
の
か

も
知
れ
な
い
．

　
山
麓
の
堀
之
内
、
本
屋
敷
等
に

は
城
主
の
居
舘
が
あ
っ
た
の
で
、

部
落
名
に
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
．

宮
中
砦
と

　
　
　
　
　
姿
砦

　
天
尾
山
城
の
支
域
と
し
て
宮
中

砦
と
姿
砦
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
　
宮
中
砦
は
す
で
に
い
ん
滅
し
て

跡
を
尋
ね
る
こ
と
も
で
き
な
い
が

姿
砦
は
姿
部
落
の
近
く
に
そ
の
跡

を
と
ど
め
て
い
る
．

　
台
地
が
信
濃
川
に
つ
き
出
た
突

端
に
位
置
す
る
こ
の
砦
は
、
北
か

㊤

灘
難
姦
繍

主
で
も
あ
る
の
で
、
天
尾
山
城
は

　

天
尾
山
城
と
姿
砦
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
水
沢
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
南
へ
の
び
る
半
島
状
の
地
区
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
条
の
壕
で
三
つ
の
郭
（
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
）
に
分
け
、
中
央
の
郭
は
南
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
齎
、
東
西
五
十
齎
の
大
き
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
後
方
に
土
塁
を
備
え
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
略
的
な
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
砦
は
妻
有
盆
地
の
中
央
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
し
、
信
濃
川
を
上
下
す
る
舟
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
渡
船
場
を
監
視
す
る
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
を
通
る
市
川
街
道
（
蓄
光
寺
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
）
を
お
さ
え
る
要
地
に
築
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
の
で
規
模
は
小
さ
い
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
戦
略
的
に
は
窟
要
な
役
割
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
果
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
商
工
課
長
・
佐
野
良
吉
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
写
真
は
天
尾
山
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸
版
は
そ
の
平
面
図
】
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